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    令和５年度 天草市立佐伊津小学校 学校評価書 

 

                         校 長  荒木 明美  

 

１ 学校関係者評価委員名 

原田 康秀（地区振興会会長）    洲﨑 豊裕（本渡ふたば保育園園長）  

 金子 晴久（佐伊津保育園園長）   宮﨑 公明（佐伊津郵便局長）     

濱洲 大心（佐伊津子ども育成会だりっちゃ代表） 

 佐々木 聰（本校ＰＴＡ会長）    金子 由美（地域学校協働活動推進員） 

 佐藤 千恵子（佐伊津町婦人会会長） 岡田 友成（交通安全指導員）  

松下 宗裕（元本渡中ＰＴＡ会長）  原田 由紀（主任児童民生委員） 

 

２ 学校関係者評価 

 

 関係者評価の総括としてすべての項目において課題改善が図られたように捉 

えている。一番の課題は読書であった。この項目については保護者からの評価

も低かったので学校総体として取組を図る必要がある。また家庭学習について

も、関係者・保護者ともに評価が低かった。これらについては２学期より家庭

学習の内容を見える化し、学校としての取組を児童・保護者に啓発をしたこと

から児童・職員の評価は高かった。継続的に取組を行っていくことで保護者の

意識啓発も図っていく。あいさつ、規範意識、保健指導については大きく改善

傾向が窺える。保健指導は10時前就寝や朝ご飯摂取について児童会（保健委員

会）を主体とした取組により児童・保護者に浸透してきている。養護教諭から

の啓発等、家庭への働きかけの成果である。 

また地域の声として朝の登校の様子について、集団登校で学校に来ることが

できない子や車で来る児童が多いことにも関係者からの多くのご意見を得た。

これらの課題については、学校運営協議会に児童を参加させることにより共有

化し課題解決に向け児童自身に考えさせる有意義な機会となった。 

一方、学校からの情報発信、教育活動への参加、学校行事の工夫の３点につ
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いてはでは大きな成果が見られた。特に学校からの情報発信としてホームペー

ジの更新については、楽しみにしてくださっているというご意見を多数得た。

 佐伊津町は振興会の組織が整っており編成する区長様や民生委員様等、学校

と関係する方々も多くいらっしゃる。振興会との学校の繋がりをさらに強くで

きるよう、次年度は学校から地域に出向いていくような児童の活動を多く設定

していきたい。そのためにも振興会長（学校運営協議会委員長）との連携を密

にし、学校の在り方を考えていきたい。次年度もさらに地域とともにある学校

づくりを目指していく。地域の声にしっかりと耳を傾け、児童の姿を地域と共

有しながら学校教育目標を達成できるよう努めていく。地域の教育力をいかし

た学校経営を行っていく。 

英語の授業づくりについては専科導入により効果がある一方、担任との連携

の必要性が職員から挙げられていた。授業づくりについては児童アンケートを

基に改善を図っていく。 

 

３ 来年度の重点取組（学校評価を踏まえた今後の方向性） 

〇 本年度の本校の課題は学力向上（

 授業改善）と捉えている。課題解決

 のためにも、関係者評価で評価の低

 かった読書については、意図的な場

 の設定が必要であると考える。特に

 本校の国語の結果は県平均を下回る

 学年が多かったこと、また領域別の

 結果として「読むこと」に課題が見

 られたことなどがある。さらに読書

 の学級差も大きく、学力との相関を

 感じたことからも読書の必要性を感

 じている。 

 

 

 

 

  

 

84

117

57

110
87

107
94

0

50

100

150

図書貸し出し

児童一人当たりの平均冊数

54.8

71.5

87.2

64.9
67.3

66.1

75.3
67.7

0

50

100

3年 ４年 ５年 ６年

国語

本校 熊本県

68 70.2
76.2 79.7

74
68.6 63.3

76.7

0

50

100

3年 ４年 ５年 ６年

算数

本校 熊本県

〇 本校の職員は多様なキャリア構

成であり年齢層に幅がある。地域を

教育課程にいかす地域学校協働活

動については取組の差を強く感じ

ている。本年度の計画を見直し、推

進員と担任との連携を図り、地域の

人、もの、ことが教育課程の横軸で

あってほしいと願う。しかしながら 

地域学校協働活動に参加してくだ

さる方々の高齢化も深刻であり、地

域学校協働活動においても人材発

掘や育成が必要である。 


